
 
 

ＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社 

 

 

ＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社（代表取締役社長 鈴木敦）では、「第 109 回取締役会」を

開催しました。主な内容は、以下のとおりです。 

 

 

【資料１】2024 年度事業計画について・・・・・・・・・・・・・ p.1～9 

【資料２】2023 年４月～2024 年１月の輸送概況について・・・・ p.10 

【資料３】利用促進及び地域との連携について・・・・・・・・・・ p.11～12 

 

 

※お問い合わせにつきましては、本日 17：30 まで受け付けますので、下記担当まで

ご連絡ください。 
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2024 年度事業計画について 

 

1．事業運営の基本方針 

（１）基本方針 

前年度は、『経営ビジョン(2023～2032)』及び『中期経営計画(2023～2027)』の初年度であり、

鉄道事業の安全・安定輸送の確保を第一に、全社一丸となって収支改善に向けた取組を進めると 

ともに、経営環境の変化を踏まえ、経営資源の配分の最適化を図り、持続可能な経営基盤の構築に  

取り組みました。 

一方、新型コロナウイルス感染症の５類移行により、社会経済活動の正常化や個人消費の回復に

よる鉄道利用の需要回復が期待されたものの、生活様式の変化や沿線人口の減少の進展により、 

旅客運輸収入は、コロナ禍前の８割程度の回復に留まっています。 

加えて、資源・エネルギー価格の上昇、老朽化した施設・設備の取替などにより、引き続き、     

厳しい経営状況が続くものと見込まれるところです。 

こうした状況の中、2024 年度においても、『中期経営計画(2023～2027)』に掲げる６つの重点項

目を基軸として、計画に掲げる取組を着実に進めることにより、安定した経営や更なる収支改善に

取り組んでいきます。 

今後も引き続き、安全・安定輸送の確保を図りつつ、持続的な経営が可能となるよう経営改善を

強力に進めるとともに、地域と連携し沿線への観光客誘致など交流人口の拡大を図りながら、地域

公共交通の維持・活性化と持続可能な地域社会の構築（まちづくり等）に不可欠な鉄道となること

を目指していきます。 

 

 

（２）2024 年度の主な取組内容 ※ 別添「アクションプラン 2024」参照 

① 安全・安定輸送の確保 

・ 運輸安全マネジメントやリスクマネジメントの強化を図るとともに、警察や消防、地域

の皆様等と連携しながら、各種訓練や安全啓発活動を実施し、異常時における対応力・

即応力の強化や安全意識の向上を図ります。 

・ 設備投資計画に基づき計画的かつ効率的に設備投資を進め、鉄道施設の安全性の確保を

図ります。 

② 利用促進の強化 

・ 2023 年度に提供を開始したリアルタイム運行情報配信システムのブラッシュアップなど、

お客さまの生活の足としての利便性向上を図るとともに、域外からの観光客向けのデジ

タルフリーきっぷなど、利用シーンに即した企画きっぷの造成と併せ、SNS などを活用し

効果的な情報発信をすることにより利用促進を図ります。 

③ 地域との協働とにぎわいの創出 

・ 沿線地域の関係機関と連携・協働し、地域への誘客を拡大するために「歴史街道を歩く  

～奥州街道～」などの着地型ツアーと「銀河列車」など企画列車の運行をするほか、沿線

各種イベントへの積極的な参画や情報発信を行うことにより、マイレール意識を醸成し、

地域のにぎわいを創出します。 

④ 収支改善に向けた取組の強化 

・ デジタルチケットの発売等によるＤＸの推進、業務改善や新規事業等に係る社内公募の

実施により、収益力の強化や、業務の効率化・省力化を推進します。 

・ 維持管理においては、工法の見直しや、レール・マクラギ等の鉄道施設の長寿命化を    

進めることにより、工事費や維持管理費の低減を図るとともに、遊休資産の有効活用など

により収入の確保に取り組みます。 
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【資料１】



 

２．鉄道輸送に関する計画 

（１）基本方針 

2024 年 3 月 16 日に実施したダイヤ改正における列車設定を基本としつつ、お客さまからの 

要望及び利用状況、外部環境の変化等を踏まえた調査・分析を行うことで、お客さまのニーズに

即した運行ダイヤに見直していきます。 

また、県及び沿線市町と協力しながら、地域の賑わい創出及び鉄道利用の拡大を図ります。 

 

（２）1 日当たりの輸送人員の推移と計画 

 2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度見込 

2024 

年度計画 

通勤定期 4,299 4,338 4,044 3,914 3,863 3,836 3,915 

通学定期 6,318 6,067 5,636 5,723 5,765 5,563 5,562 

定期外 3,766 3,545 2,255 2,227 2,569 2,955 3,163 

合計 14,383 13,950 11,936 11,865 12,197 12,354 12,641 

※端数処理の関係で、合計が合致しない場合がある。 

 

 

 

３．収支計画 

（１）基本方針 

安全・安定輸送の確保を第一に、今後の取り巻く環境の変化に柔軟に対応しながら、一層の 

収支改善に取り組むことにより、持続的な経営基盤の構築を図ってまいります。 

また、更なる成長・発展に向け、社員一人ひとりがチャレンジ精神をもち、関係機関や地域と

連携・協働しながら、積極的に鉄道の利用促進に取り組んでまいります。 

 

（２）主な内容 

県・沿線市町による運行支援のための交付金（300,000 千円）は、営業外収益に計上しており

ます。また、2022 年８月に発生した大雨災害による工事は、2023 年度で完了しており、2024 年

度は補助金等の収入（139,633 千円）が減少することから、当期損益は大幅に減益となりますが、

27,917 千円の黒字となる見通しです。 
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3,766 3,545 
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（３）収支計画一覧

2024年度収支計画

【概要】

(単位：千円、税抜）

4,128,957 4,164,200 ▲ 35,243 3,938,592

1,073,100 1,052,020 21,080 2018年度の約85％を想定 972,778

2,858,462 2,897,484 ▲ 39,022 2,617,490

197,395 214,696 ▲ 17,301 関連事業の見直しによる商品売上等の減 348,324

4,426,464 4,496,972 ▲ 70,508 4,348,731

1,078,666 1,065,596 13,070 1,098,911

768,714 814,332 ▲ 45,618
・関連事業の見直しによる商品仕入等の減

・各種経費の削減による減
820,976

2,019,483 2,069,597 ▲ 50,114 修繕計画等の見直しによる減 1,933,048

165,025 162,883 2,142 123,600

394,576 384,564 10,012 372,196

▲ 297,507 ▲ 332,772 35,265 ▲ 410,139

318,392 333,805 ▲ 15,413
いわて銀河鉄道経営安定化対策交付金

　　　　　　　　　　　（300,000千円）
432,308

18,837 21,680 ▲ 2,843 支払利息の減 15,927

2,048 ▲ 20,647 22,695 6,242

169,537 296,281 ▲ 126,744
2023年度大雨災害補助金・保険金収入の減

　　　　　　　　　　（▲139,633千円）
412,597

133,357 96,531 36,826 466,901

38,228 179,103 ▲ 140,875 ▲ 48,061

10,310 12,083 ▲ 1,773 22,946

27,917 167,020 ▲ 139,103 ▲ 71,007

※千円未満端数処理の関係で、各項目の合計と合致しない場合がある。

経常損益

特別利益

特別損失

税引前当期損益

法人税等

当期損益

営業外費用

旅客運輸収入

線路使用料収入

運輸雑収

関連事業収入

商品売上

営業費

人件費

業務費

修繕経費

諸税

減価償却費

営業損益

営業外収益

増減
C

（A－B）

摘要
2022年度

決算

D

営業収入

項　目
2024年度
収支計画

A

2023年度
決算見通し

B

　当期損益は、県・沿線市町による経営安定化対策交付金（300,000千円）を2023年度と同様に営業外収益に計上

した一方、2022年８月に発生した大雨災害による補助金収入等の特別利益（139,633千円）がなくなることから、

2023年度決算見通し比で▲139,103千円の減益となるが、27,917千円の黒字を確保できる見通し。

■営業損益　▲297,507千円　（2023年度決算見通し比：35,265千円、2022年度決算比：112,632千円）

　営業収入は、コロナ禍からの人流の回復や利用促進の取組等により旅客運輸収入が増加（21,080千円）する一

方、関連事業の終了に伴う商品売上の減少や線路使用料収入の減少等により、2023年度決算見通し比で▲35,243千
円の減収。

　営業費は、電力費の高止まりや物価高騰の影響がある中、業務費や修繕経費の削減を進めることにより、2023年

度決算見通し比で▲70,508千円の減。
　営業損益は、上記のとおり営業収入の減収を上回るコスト削減を進めることにより、2023年度決算見通し比で

35,265千円の増益。

■当期損益　27,917千円　（2023年度決算見通し比：▲139,103千円、2022年度決算比：98,924千円）
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◇ 輸送人員

【単位：人/日】

2023年度 2022年度 増減 対比 2018年度 増減 対比

定　 期 9,693 9,844 △ 151 98% 10,832 △ 1,139 89%

通　 勤 3,916 3,847 69 102% 4,281 △ 365 91%

通　 学 5,777 5,997 △ 220 96% 6,552 △ 775 88%

定 期 外 2,882 2,504 378 115% 3,754 △ 872 77%

合　　計 12,575 12,347 228 102% 14,586 △ 2,011 86%

（項目ごとに四捨五入のため、合計しても合わない場合がある）

◇ 旅客運輸収入

【単位：百万円】

2023年度 2022年度 増減 対比 2018年度 増減 対比

定　 期 432 435 △ 3 99% 497 △ 65 87%

通　 勤 222 218 4 102% 253 △ 31 88%

通　 学 210 217 △ 7 97% 244 △ 34 86%

定 期 外 446 378 68 118% 562 △ 116 79%

合　　計 878 813 65 108% 1,059 △ 181 83%

（券種ごとの統計数値のため、決算数値とは異なる）

◇ 輸送人員グラフ

◇ 概況（輸送人員）

2023年４月～2024年１月の輸送概況について

【定期】
　コロナ禍での交通手段の変更や沿線の人口減少、少子化等の影響はあるものの、概ね2022年度比と
同程度（98％）、2018年度比で約11ポイント減（89％）で推移しており、傾向に大きな変化はない。

【定期外】
　新型コロナによる行動制限も無く、年末年始も帰省利用が多くみられたことから、2022年度比では
15ポイント増加している（115％）。2018年度比では、コロナ禍前までの回復には至っていない
（77％）ものの、2022年度同時期の2018年度比（67％）からは10ポイント増加している。
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【資料２】
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【資料３】
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